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大
石
内
蔵
助
の
討
入
り
に
対
す
る
決
心
は
、
堀
部
安
兵

衛
の
主
張
に
よ
っ
て
や
っ
と
決
ま
っ
た
も
の
だ
、
と
い
う

方
々
へ
の
反
論
と
し
て
、「
全
国
義
士
会
連
合
会
　
会
報
第

二
十
八
号
（
平
成
二
十
三
年
十
二
月
）」
で
「
大
石
内
蔵
助

の
本
心
」
と
い
う
一
文
を
書
い
た
。

こ
の
時
に
使
用
し
た
史
料
は
、
主
と
し
て
大
石
内
蔵
助

の
書
状
で
あ
っ
た
が
、
第
三
者
が
残
し
た
も
っ
と
直
接
的

に
気
持
ち
を
現
し
て
い
る
史
料
が
あ
る
の
で
、
さ
ら
に
明

ら
か
に
し
た
い
。

「
朝
原
重
榮
覚
書
」（
朝
原
文
左
衛
門
日
記
）
と
、
原
惣

右
衛
門
の
書
状
で
あ
る
。

　［
朝
原
重
榮
覚
書
］

朝
原
文
左
衛
門
重
榮
は
、
浅
野
長
直
の
姫
君
の
千
姫
が

大
石
頼
母
助
良
重
（
大
石
内
蔵
助
良
雄
の
大
叔
父
）
に
嫁

い
だ
際
に
、
千
姫
に
付
い
て
大
石
家
に
入
り
、
頼
母
助
に

仕
え
た
。
さ
ら
に
、
千
姫
の
子
の
左
兵
衛
長
武
が
家
原
浅

野
家
に
養
子
に
な
っ
た
時
に
、
共
に
家
原
に
行
き
、
家
原

浅
野
家
家
臣
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。

　
そ
の
朝
原
重
榮
覚
書
の
該
当
部
分
を
挙
げ
る
。

「
亡
父
文
左
衛
門
、
私
へ
致
物
語
候
ハ
、
右
江
戸
よ

り
帰
り
か
け
、
山
科
内
蔵
助
殿
宅
へ
見
廻
候
以
後
、
申

談
度
事
有
之
候
間
、
参
候
様
ニ
、
内
蔵
助
殿
御
申
越
ニ

付
、
山
科
へ
罷
越
候
処
、
内
蔵
助
殿
被
申
候
ハ
、
存
知

之
通
、
左
兵
衛
様
と
は
我
等
従
弟
之
儀
、
公
儀
へ
も
相

知
レ
申
事
ニ
候
、
然
ル
処
、
吉
良
殿
へ
鬱
憤
を
散
シ
候

時
ハ
、
自
然
左
兵
衛
様
御
存
知
之
趣
ニ
も
有
之
候
而
ハ
、

後
日
御
咎
メ
之
程
無
心
元
候
間
、
内
蔵
助
義
浪
人
之
内
、

身
持
不
宜
、
不
行
跡
之
至
リ
、
左
兵
衛
様
思
召
ニ
不
叶
、

依
之
、
義
絶
被
仰
付
候
趣
之
御
状
可
被
下
旨
、
密
々
左

兵
衛
様
へ
御
申
上
可
給
候
、
右
之
状
ハ
、
拙
者
江
戸
へ

罷
下
候
節
、
被
遣
被
下
候
様
ニ
と
の
義
ニ
御
座
候
由
」　

『
赤
穂
義
士
史
料
（
上
）』

右
文
の
意
味
は
、

「
亡
く
な
っ
た
父
の
文
左
衛
門
が
、
私
に
話
し
を
し
て
く

れ
た
。
江
戸
か
ら
帰
る
途
中
で
、
山
科
の
内
蔵
助
殿
の
と

こ
ろ
へ
寄
っ
て
く
れ
る
よ
う
連
絡
が
来
た
。
そ
こ
で
、
内

蔵
助
殿
が
話
す
に
は
、
知
っ
て
の
通
り
、
私
と
左
兵
衛
様

と
は
従
弟
の
間
柄
で
あ
る
こ
と
は
、
公
儀
も
知
っ
て
い
る
。

吉
良
上
野
介
の
と
こ
ろ
へ
討
入
っ
た
時
に
は
、
後
に
咎
め

ら
れ
る
だ
ろ
う
か
ら
、
そ
れ
は
心
苦
し
い
。
そ
こ
で
、
内

蔵
助
が
遊
び
ほ
う
け
て
、
身
持
ち
が
悪
く
、
不
行
跡
甚
だ

し
い
た
め
、
左
兵
衛
様
の
思
し
召
し
に
も
叶
わ
な
い
こ
と

か
ら
、
義
絶
し
た
、
と
の
手
紙
を
出
し
て
戴
き
た
い
。
こ

れ
を
内
密
に
左
兵
衛
様
に
申
し
上
げ
、
手
紙
は
私
が
江
戸

へ
行
く
時
に
下
さ
る
よ
う
、
と
の
こ
と
で
し
た
」

朝
原
重
榮
覚
書
は
、
重
榮
の
嫡
男
の
英
政
が
、
重
榮
の

日
記
を
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
の
「
」

内
は
、
子
の
英
政
が
父
文
左
衛
門
重
榮
か
ら
聞
い
た
こ
と

を
記
載
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
。

重
榮
は
、
元
禄
十
五
年
二
月
十
九
日
に
江
戸
に
向
け
家

原
を
出
立
し
た
。
途
中
、
二
月
二
十
一
日
に
は
、
大
津
で

吉
田
忠
左
衛
門
と
会
っ
て
い
る
。
三
月
三
日
に
江
戸
に
着

き
、
用
事
を
済
ま
せ
て
三
月
十
五
日
に
帰
途
に
つ
く
。

三
月
二
十
四
日
に
は
滋
賀
瀬
田
の
橋
で
、
参
府
途
中
の

広
島
浅
野
安
芸
守
を
見
か
け
、
山
科
の
進
藤
源
四
郎
の
家

に
立
ち
寄
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
隣
の
家
の
大
石
内
蔵
助

は
浅
野
安
芸
守
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
い
て
留
守
で
あ
る
こ

と
を
、
瀬
尾
孫
左
衛
門
と
会
っ
て
知
る
が
、
直
ぐ
に
大
石

内
蔵
助
か
ら
来
て
ほ
し
い
旨
の
連
絡
が
入
り
、
内
蔵
助
の

と
こ
ろ
へ
行
く
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
重
榮
と
内
蔵
助
が
会
っ
た
の
は
、
元
禄

十
五
年
三
月
二
十
四
か
二
十
五
日
で
、
内
蔵
助
は
こ
の
時

に
重
榮
に
語
っ
た
の
で
あ
る
。

内
蔵
助
が
左
兵
衛
の
こ
と
を
従
弟
と
い
っ
て
い
る
の
は
、

実
際
に
は
叔
父
に
当
た
る
の
だ
が
、
内
蔵
助
は
、
祖
父
の

良
欽
の
養
子
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
建
前
上
は
従
弟
に
な

る
た
め
、
こ
う
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
内
蔵
助
は
重
要
な
こ
と
を
二
点
い
っ
て
い
る
。

①
吉
良
上
野
介
に
討
入
る
こ
と

②
伏
見
な
ど
で
遊
び
呆
け
て
い
る
こ
と
は
、
義
絶
し
て

　
も
ら
う
た
め
の
方
便
『
大
石
内
蔵
助
の
生
涯P63

』。

既
に
、
元
禄
十
五
年
の
三
月
に
は
、
内
蔵
助
が
自
ら
、

討
ち
入
る
こ
と
を
親
戚
の
旗
本
に
打
ち
明
け
て
い
る
し
、

そ
れ
に
よ
る
影
響
ま
で
も
考
慮
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　［
原
惣
右
衛
門
の
書
状
］

こ
の
頃
、
堀
部
安
兵
衛
は
、
内
蔵
助
に
盛
ん
に
討
入
り

を
催
促
し
、
内
蔵
助
と
は
分
か
れ
て
、
別
に
討
入
る
こ
と

ま
で
考
え
て
い
た
。
原
惣
右
衛
門
も
元
禄
十
五
年
四
月
ま

で
は
、
安
兵
衛
に
同
調
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
惣
右
衛

大
石
内
蔵
助
の
本
心
（
二
）

　
　
　
　
　
　
　
荻
原
　
栄
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門
が
頭
と
な
っ
て
討
ち
入
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
の
で
あ

る
。惣

右
衛
門
は
元
禄
十
五
年
四
月
二
日
付
け
の
書
状
で
、

内
蔵
助
と
は
別
に
討
入
る
旨
を
安
兵
衛
に
伝
え
て
い
る
。

「
旧
冬
噂
之
様
に
申
達
候
通
に
、
上
方
申
合
之
群
を
ば

穏
密
に
引
き
は
な
れ
、
可
遂
宿
意
と
存
候
。
内
蔵
助
殿

初
其
外
之
上
方
者
共
大
勢
是
を
除
候
時
は
、
木
挽
町
御

咎
め
は
有
之
間
敷
候
・
・
・
・（
途
中
略
）
然
ら
ば
此
人

数
を
弁
へ
見
申
候
に
、拾
四
五
人
は
可
有
之
と
存
候
」『
近

世
武
家
思
想
「
堀
部
武
庸
筆
記
」』

惣
右
衛
門
は
、
大
石
内
蔵
助
ら
と
は
隠
密
に
分
か
れ
て

討
入
り
を
実
行
す
べ
き
。
内
蔵
助
や
上
方
の
者
を
多
く
除

け
ば
、
浅
野
大
学
に
も
迷
惑
は
か
か
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ

う
し
、
人
数
も
、
十
四
五
人
は
集
ま
る
だ
ろ
う
、
と
の
考

え
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
安
兵
衛
は
五
月
三
日

付
け
の
書
状
で
、
惣
右
衛
門
の
意
見
は
我
が
意
を
得
た
り
、

七
月
中
に
は
江
戸
へ
来
る
よ
う
に
、
と
喜
ん
で
い
る
。

こ
の
時
期
ま
で
、
惣
右
衛
門
は
安
兵
衛
と
同
じ
く
討
入

り
を
強
行
す
る
考
え
で
あ
っ
た
。
安
兵
衛
も
惣
右
衛
門
も

十
四
五
人
も
い
れ
ば
討
入
り
は
可
能
と
の
考
え
で
あ
っ
た

が
、
こ
の
ま
ま
急
い
で
決
行
し
て
い
た
ら
悲
惨
な
結
果
に

な
っ
て
い
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

惣
右
衛
門
は
そ
の
後
考
え
を
変
え
る
。
五
月
二
十
日
付

け
の
書
状
で
、
自
分
の
考
え
を
安
兵
衛
に
伝
え
て
い
る
。

「
拙
者
最
前
之
書
状
と
は
、
ち
と
存
寄
之
儀
も
有
之
申
述

候
、
御
返
答
不
承
候
故
、
若
彼
状
相
達
不
申
哉
と
無
心
元

存
候
に
付
、
又
如
斯
御
座
候
。
且
又
申
進
候
通
之
内
存
、

思
召
と
相
違
之
儀
に
て
、
御
取
あ
い
無
之
御
思
慮
に
て
御

座
候
得
ば
、御
尤
と
存
候
。
其
段
如
何
と
存
る
儀
も
無
之
候
。

又
了
簡
叶
候
は
ん
衆
中
へ
可
談
候
。
唯
今
先
広
に
難
申
談

候
故
、
外
へ
は
不
申
候
。
各
様
迄
得
御
意
候
趣
は
、
兼
々

申
談
候
処
在
之
故
申
述
候
。
勿
論
上
方
衆
存
念
堅
固
に
は

承
届
候
。
取
分
久
右
殿
事
、
妻
室
息
女
共
に
去
る
頃
但
州

へ
指
遣
候
。
嫡
男
主
税
両
人
山
科
之
宅
に
蟄
居
候
。
主
税

当
年
十
五
才
に
て
候
得
ど
も
、
年
ば
ひ
よ
り
は
ひ
ね
申
候
。

今
春
前
髪
被
執
候
て
、
器
量
能
く
、
何
時
も
同
道
に
て
被

下
合
点
、
其
身
も
成
程
に
志
す
く
や
か
に
み
へ
候
て
、
珍

重
存
候
。
身
が
ろ
ふ
仕
廻
候
て
、今
日
に
も
駈
下
無
相
違
体
、

此
段
は
感
心
頼
も
し
く
存
事
に
候
。
拙
者
儀
年
内
よ
り
痛

し
か
と
無
之
、
有
馬
へ
致
入
湯
罷
帰
、
さ
し
て
験
気
も
無

御
座
候
」

　『
近
世
武
家
思
想
「
堀
部
武
庸
筆
記
」』

惣
右
衛
門
は
自
分
が
四
月
二
日
に
出
し
た
書
状
と
は
今

は
考
え
も
違
う
の
で
、
そ
れ
を
伝
え
る
と
い
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

そ
れ
は
、
内
蔵
助
が
妻
子
を
但
馬
に
返
し
て
並
々
な
ら

ぬ
決
心
で
あ
る
こ
と
、
長
男
の
主
税
は
元
服
し
、
今
日
に

も
江
戸
へ
行
く
に
違
い
な
い
く
ら
い
し
っ
か
り
し
て
い
る

こ
と
で
、
討
入
り
に
対
す
る
気
持
ち
は
固
い
こ
と
が
判
っ

た
の
で
あ
る
。

内
蔵
助
は
四
月
十
二
日
に
綿
屋
善
右
衛
門
と
共
に
伊
勢

神
宮
を
参
拝
、
そ
の
直
後
に
妻
の
理
玖
と
娘
の
く
う
を
実

家
の
豊
岡
へ
返
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
惣
右
衛
門
は
病
ん
で
い
て
、
有
馬
温
泉
で
湯

治
し
て
い
た
が
、
今
も
病
気
も
良
く
な
っ
て
は
い
な
い
こ

と
を
伝
え
て
い
る
。

惣
右
衛
門
は
病
気
に
よ
っ
て
弱
気
に
な
っ
た
せ
い
も
あ

る
だ
ろ
う
が
、
内
蔵
助
の
強
い
決
心
を
知
っ
て
、
急
い
で

か
つ
少
人
数
で
討
入
る
こ
と
は
せ
ず
、
内
蔵
助
と
行
動
を

共
に
す
る
考
え
に
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

惣
右
衛
門
か
ら
の
五
月
二
十
日
付
け
の
書
状
が
届
き
、

内
蔵
助
宛
の
六
月
十
五
日
の
書
状
を
書
い
た
と
こ
ろ
で
、

武
庸
筆
記
は
終
わ
っ
て
い
る
。
安
兵
衛
は
、
こ
こ
ま
で
武

庸
筆
記
を
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
、
六
月
十
八
日
に
上
方
に

出
発
す
る
の
で
あ
る
。

安
兵
衛
は
前
年
の
内
蔵
助
の
江
戸
下
向
の
お
り
、
春
に

は
上
方
へ
上
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
来
る
よ
う
に
、

と
の
要
請
が
な
い
の
で
行
け
な
い
で
い
た
（
元
禄
十
五
年

一
月
二
十
六
日
付
　
堀
部
弥
兵
衛
の
書
状
）。
そ
れ
が
こ
の

惣
右
衛
門
の
書
状
が
来
た
こ
と
で
、
そ
の
真
意
を
確
か
め
、

説
得
し
、
上
方
で
討
入
る
同
志
を
集
め
に
向
か
っ
た
の
で

あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
安
兵
衛
が
上
方
に
着
い
て
し
ば
ら
く
す
る

と
、
大
学
の
広
島
行
き
が
決
定
し
、
浅
野
家
の
再
興
へ
の

道
が
断
た
れ
た
。
七
月
二
十
八
日
に
は
円
山
会
議
が
開
か

れ
、
安
兵
衛
も
同
席
し
た
場
で
正
式
に
討
入
り
が
決
ま
る

の
で
あ
る
。

内
蔵
助
の
中
で
は
、
討
入
り
と
浅
野
大
学
が
人
前
に
な

る
こ
と
、
の
二
つ
が
同
時
進
行
し
て
い
た
。

大
学
が
人
前
に
な
る
た
め
の
二
条
件
の
う
ち
の
吉
良
上

野
介
へ
の
幕
府
に
よ
る
処
分
が
、
前
年
の
上
野
介
の
隠
居

に
よ
っ
て
な
く
な
り
、ま
た
、大
学
の
広
島
行
き
に
よ
っ
て
、

浅
野
家
の
再
興
が
消
え
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
必
然
的
に
討

入
り
決
行
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
安
兵
衛
の
頑
強
な
主

張
に
よ
っ
て
決
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
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六
月
十
五
日
「
谷
中
界
隈
の
史
蹟
を
訪
ね
て
」
と
冠
し
第

十
二
回
忠
臣
蔵
愛
好
会
を
開
催
し
た
。

梅
雨
時
ゆ
え
、
天
候
が
い
ち
ば
ん
の
心
配
事
で
は
あ
っ
た

も
の
の
、
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
遥
々
静
岡
か
ら
の
参
加

や
義
士
子
孫
の
方
な
ど
総
勢
四
十
名
ほ
ど
が
Ｊ
Ｒ
日
暮
里

駅
に
集
結
し
た
。

今
回
の
訪
問
先
は
、史
実
の
元
禄
赤
穂
事
件
に
限
定
せ
ず
、

広
義
で
の
忠
臣
蔵
関
連
の
史
跡
を
選
定
し
た
。

散
策
ル
ー
ト
は
立
寄
り
順
に
、
安
立
院
、
谷
中
霊
園
内
に

点
在
す
る
関
係
者
墓
所
、
観
音
寺
、
そ
し
て
今
回
の
目
玉
で

も
あ
る
寛
永
寺
特
別
参
拝
。
勿
論
、
全
般
を
通
し
て
中
島
理

事
長
の
解
説
付
き
で
あ
る
。

毎
度
の
こ
と
な
が
ら
、
関
連
史
蹟
前
で
の
中
島
理
事
長
の

解
説
で
は
、
一
般
に
知
ら
れ
て
い
な
い
逸
話
や
初
め
て
披
露

さ
れ
る
史
実
や
史
料
が
示
さ
れ
、
あ
ら
た
め
て
元
禄
事
件
の

深
層
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
回
も
説
明
を
聞
く
参
加

者
の
真
剣
な
眼
差
し
が
印
象
的
で
、
多
く
の
方
が
そ
の
内
容

を
書
き
留
め
て
い
た
。

こ
れ
ら
は
忠
臣
蔵
愛
好
会
が
、
一
般
の
歴
史
探
訪
や
散
策

と
は
違
い
、
学
術
的
に
も
有
意
義
な
会
で
あ
る
こ
と
の
証
で

あ
り
、
当
会
の
真
骨
頂
で
あ
る
。

こ
れ
よ
り
、
今
回
訪
問
し
た
史
蹟
の
説
明
お
よ
び
忠
臣
蔵

と
の
関
わ
り
を
ご
紹
介
し
た
い
。

安
立
院

こ
こ
安
立
院
に
は
、
浅
野
梅
堂
（
長
祚
）
の
墓
が
あ
る
。

浅
野
梅
堂
と
は
、
赤
穂
浅
野
家
の
分
家
筋
で
あ
る
家
原
浅
野

家
の
末
裔
の
一
人
で
、
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
に
十
七

歳
で
家
督
を
相
続
し
た
当
主
で
あ
る
。
幕
臣
と
し
て
目
付
・

浦
賀
奉
行
・
京
都
町
奉
行
・
江
戸
町
奉
行
な
ど
を
歴
任
し
激

動
の
幕
末
に
活
躍
し
た
旗
本
で
あ
る
。

家
原
浅
野
家
は
、
赤
穂
浅
野
家
初
代
城
主
浅
野
長
直
の

養
子
長
賢
が
飛
地
（
現
兵
庫
県
加
東
市
・
加
西
市
周
辺
）

三
千
五
百
石
を
分
封
さ
れ
、
加
東
郡
家
原
に
新
し
く
興
し
た

浅
野
家
で
あ
る
。
二
代
目
に
は
大
石
内
蔵
助
良
雄
の
叔
父
頼

母
助
の
次
男
長
武
を
養
子
と
し
て
迎
え
て
お
り
、
大
石
家
の

血
筋
も
引
い
て
い
る
。
浅
野
梅
堂
に
つ
い
て
は
、

平
成
二
十
四
年
（
財
）
中
央
義
士
会
発
行
の
書
籍

『
大
石
頼
母
助
の
系
譜
』
と
く
に
浅
野
梅
堂　

に
詳
し
く
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
参
考
に
さ
れ
た
い
。

次
に
広
大
な
谷
中
霊
園
を
訪
問
。

左
記
の
順
に
忠
臣
蔵
関
係
者
の
墓
所
を
巡
っ
た
。

一
、	
長
谷
川
一
夫

二
、	

山
田
宗
徧

三
、	

中
村
仲
蔵

四
、	

川
上
音
二
郎

五
、	

重
野
安
繹

六
、	

徳
川
慶
喜

最
初
に
参
拝
し
た
の
は
、
数
多
あ
る
「
忠
臣
蔵
も
の
」
の

中
で
も
大
石
内
蔵
助
役
を
代
表
す
る
俳
優
長
谷
川
一
夫
の

お
墓
。
大
俳
優
に
し
て
は
思
い
の
ほ
か
小
ぢ
ん
ま
り
と
し
た

墓
石
が
奥
ゆ
か
し
い
。

次
は
茶
人
山
田
宗
徧
墓
碑
。
山
田
宗
徧
は
吉
良
上
野
介
の

茶
の
師
匠
千
宗
旦
の
高
弟
で
、
元
禄
当
時
本
所
に
居
を
構
え

て
お
り
上
野
介
と
も
親
交
が
あ
っ
た
。
忠
臣
蔵
で
は
、
茶
道

の
弟
子
大
高
源
五
（
脇
屋
新
兵
衛
）
を
通
じ
て
吉
良
邸
で
の

茶
会
情
報
を
も
た
ら
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
直
ぐ
後
ろ
手
が
、
江
戸
時
代
に
活
躍
し
た
歌
舞
伎
役

者
中
村
仲
蔵
の
墓
。
初
代
中
村
仲
蔵
は「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」

五
段
目
の
斧
定
九
郎
役
を
当
た
り
役
に
仕
立
て
、
古
典
落
語

の
演
目
「
淀
五
郎
」
で
も
お
馴
染
み
で
あ
る
。

霊
園
中
通
り
沿
い
に
、
明
治
中
期
「
オ
ッ
ペ
ケ
ペ
ー
節
」

で
一
世
を
風
靡
し
た
川
上
音
二
郎
の
顕
彰
碑
が
建
っ
て
い

る
。
か
つ
て
は
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
を
纏
い
右
手
に
ス
テ
ィ
ッ

ク
を
持
つ
全
身
大
の
銅
像
が
立
っ
て
い
た
ら
し
い
が
、
戦
中

の
金
属
供
出
で
現
在
は
台
座
だ
け
が
残
る
。

川
上
音
二
郎
は
、
明
治
後
期
に
荒
廃
し
て
い
た
泉
岳
寺
義

士
墓
域
の
大
改
修
に
尽
力
し
た
功
労
者
で
、
境
内
の
「
首
洗

い
の
井
戸
」
前
の
玉
垣
に
は
川
上
音
二
郎
建
立
と
彫
ら
れ
た

石
柱
が
寄
進
さ
れ
て
い
る
。
旧
義
士
堂
横
に
は
墓
碑
も
あ

り
、
泉
岳
寺
と
の
深
い
関
係
が
窺
え
る
。

通
り
を
折
れ
奥
へ
進
む
と
、
日
本
初
の
文
学
博
士
重
野
安

繹
の
墓
が
あ
る
。
重
野
安
繹
は
元
禄
赤
穂
事
件
を
初
め
て
近

代
実
証
史
学
の
立
場
か
ら
検
証
し
、
明
治
二
十
二
年
「
赤
穂

義
士
実
話
」
を
著
し
た
方
で
あ
る
。
そ
れ
以
降
、
元
禄
赤
穂

事
件
の
史
実
研
究
が
飛
躍
的
に
前
進
し
て
い
っ
た
。
寺
坂
逃

亡
説
に
つ
い
て
は
早
く
か
ら
史
料
を
示
し
論
破
し
て
い
る
。

墓
所
右
手
に
は
霊
園
内
で
も
一
際
大
き
い
顕
彰
碑
が
建
っ

て
い
る
。

最
後
に
第
十
五
代
将
軍
徳
川
慶
喜
公
墓
域
を
訪
問
し
、
谷

中
霊
園
を
後
に
し
た
。

蓮
花
山
観
音
寺

谷
中
霊
園
か
ら
徒
歩
五
分
ほ
ど
で
観
音
寺
に
到
着
。

観
音
寺
六
世
朝
山
和
尚
（
利
宝
）
が
、
義
士
近
松
勘
六
・

忠
臣
蔵
愛
好
会
の
報
告

中
央
義
士
会
理
事
　
柿
崎
　
輝
彦
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奥
田
貞
右
衛
門
と
兄
弟
で
あ
っ
た
縁
か
ら
、
討
入
り
直
前
に

は
、
近
松
勘
六
と
親
交
の
あ
っ
た
義
士
菅
谷
半
之
丞
や
勘

六
の
家
僕
甚
三
郎
が
寄
宿
し
、
し
ば
し
ば
密
談
の
場
と
な
っ

た
。
本
堂
右
手
に
は
朝
山
和
尚
建
立
の
義
士
供
養
塔
が
あ

り
、
山
門
前
に
は
そ
れ
ら
を
記
し
た
案
内
板
が
掲
げ
ら
れ
、

義
士
所
縁
の
寺
院
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。

平
成
四
年
、
観
音
寺
裏
路
地
に
面
す
る
築
地
塀
が
、
台
東

区
「
ま
ち
か
ど
賞
」
を
受
賞
し
た
こ
と
で
、
さ
ら
に
そ
の

認
知
が
広
ま
っ
た
。
築
地
塀
と
は
泥
土
を
突
き
固
め
て
作
っ

た
塀
の
こ
と
で
、
こ
こ
観
音
寺
の
塀
は
さ
ら
に
瓦
を
葺
い
て

あ
り
、
江
戸
風
情
の
残
る
街
角
を
形
成
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
谷
中
銀
座
商
店
街
ま
で
移
動
し
、
昼
食
休
憩
と

し
た
。
こ
の
商
店
街
は
、
都
内
で
も
有
名
な
観
光
地
で
あ
る

「
谷
根
千
」
を
代
表
す
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
で
、
こ
の
日
も
観

光
客
な
ど
で
賑
わ
っ
て
い
た
。

東
叡
山
寛
永
寺

午
後
か
ら
は
、
徳
川
将
軍
家
の
菩
提
寺
で
祈
祷
寺
で
も
あ

る
寛
永
寺
の
特
別
参
拝
に
参
加
し
た
。

一
般
予
約
の
方
と
と
も
に
係
の
先
導
で
厳
粛
な
根
本
中
堂

内
に
案
内
さ
れ
、
一
同
座
し
て
そ
の
時
を
待
っ
た
。

暫
く
し
て
、
本
日
案
内
役
の
僧
侶
に
随
い
般
若
心
経
を
唱

え
た
。
静
か
に
心
が
浄
化
さ
れ
て
か
ら
、
寛
永
寺
の
歴
史
や

文
化
財
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
た
。

本
坊
須
弥
壇
（
し
ゅ
み
だ
ん
）
中
央
の
大
厨
子
に
は
、
御

本
尊
で
重
要
文
化
財
の
薬
師
如
来
三
尊
像
、
両
脇
に
は
台

東
区
登
録
文
化
財
の
四
天
王
像
や
十
二
神
将
な
ど
が
祀
ら

れ
て
お
り
、
貴
重
な
仏
像
を
間
近
に
鑑
賞
す
る
こ
と
が
出
来

た
。
つ
づ
い
て
徳
川
幕
府
最
後
の
将
軍
慶
喜
公
が
一
時
謹
慎

さ
れ
て
い
た
通
称
「
葵
の
間
」
を
見
学
し
た
。

謹
慎
当
時
は
十
二
畳
半
・
十
畳
の
二
間
続
き
だ
っ
た
が
、

現
在
は
元
々
あ
っ
た
大
玄
関
脇
か
ら
コ
ン
パ
ク
ト
に
移
築

さ
れ
、
十
畳
・
八
畳
で
保
存
さ
れ
て
い
る
。

玄
関
か
ら
外
に
出
て
徳
川
家
御
霊
廟
へ
向
か
っ
た
。

寛
永
寺
の
施
設
・
建
物
は
、
先
の
戦
争
で
ほ
と
ん
ど
が
焼

失
し
て
し
ま
っ
た
が
、
戦
火
を
免
れ
、
今
で
も
絢
爛
豪
華
な

容
姿
を
保
つ
門
が
我
々
を
迎
え
て
く
れ
た
。

重
要
文
化
財
の
「
勅
額
門
」
で
あ
る
。
門
前
で
徳
川
家
御

霊
廟
に
関
す
る
詳
し
い
説
明
を
受
け
、
同
じ
く
災
禍
を
免
れ

た
重
要
文
化
財
「
水
盤
舎
」
横
か
ら
徳
川
家
墓
域
へ
と
入
場

し
た
。

は
じ
め
に
五
代
将
軍
綱
吉
公
の
常
憲
院
殿
御
霊
廟
へ
と
進

ん
だ
。
以
前
は
徳
川
将
軍
家
の
身
内
で
も
参
拝
は
手
前
に
位

置
す
る
拝
殿
か
ら
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
我
々
は
御
霊
廟
手

前
の
中
門
ま
で
進
む
こ
と
が
出
来
た
。
そ
の
後
、
八
代
将
軍

吉
宗
公
の
有
特
院
殿
御
霊
廟
、
十
三
代
将
軍
家
定
公
の
温
恭

院
殿
と
そ
の
正
室
篤
姫
の
天
璋
院
殿
御
霊
廟
を
参
拝
し
特

別
参
拝
は
終
了
し
た
。

今
回
の
寛
永
寺
特
別
参
拝
は
、
元
禄
赤
穂
事
件
と
は
直
接

関
係
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
当
寺
に
眠
る
時
の
将
軍
綱
吉

公
の
裁
決
に
よ
っ
て
浅
野
内
匠
頭
、
大
石
内
蔵
助
等
四
十
七

人
が
切
腹
し
て
い
る
。
元
禄
十
四
年
三
月
十
四
日
の
幕
府

の
判
断
誤
り
が
、
そ
の
後
多
く
の
犠
牲
者
を
生
ん
だ
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。

な
お
、
平
成
二
十
七
年
二
月
一
日
に
、
恒
例
の
吉
良
邸
か

ら
泉
岳
寺
ま
で
歩
く
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
そ
れ
に
先
立

ち
、
一
月
二
十
四
日
（
土
）
に
大
石
内
蔵
助
ら
の
切
腹
地
を

清
掃
い
た
し
ま
す
の
で
、
有
志
は
お
集
ま
り
下
さ
い
。
詳
細

は
別
途
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

谷中霊園で 全員集合
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平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
六
日
（
日
）、
十
三
回
目
と
な
る

忠
臣
蔵
愛
好
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
は
、「
討
入
り
の
現

場
と
な
っ
た
吉
良
邸
跡
周
辺
に
点
在
す
る
忠
臣
蔵
ゆ
か
り
の
史

跡
を
巡
る
」
と
い
う
企
画
。
午
後
一
時
、
参
加
者
約
二
十
五
名

が
Ｊ
Ｒ
両
国
駅
前
に
集
ま
り
ま
し
た
。

最
初
に
向
か
っ
た
の
は
、
墨
田
区
両
国
三
丁
目
に
あ
る

吉
良
邸
跡
。
正
式
名
は
本
所
松
坂
町
公
園
で
す
。
敷
地

は
二
十
九
・
五
坪
で
お
世
辞
に
も
広
い
と
は
言
え
ま
せ
ん

が
、
事
件
当
時
の
吉
良
邸
は
広
大
で
、
今
の
八
十
六
倍
、

二
千
五
百
五
十
坪
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
吉
良
邸
跡
に
は
、
吉

良
上
野
介
追
慕
碑
、
吉
良
家
家
臣
二
十
士
碑
、
み
し
る
し
洗
い

井
戸
、
そ
し
て
吉
良

上
野
介
義
央
公
座
像

が
あ
り
ま
す
。
そ
の

座
像
の
前
で
、
中
島

理
事
長
か
ら
討
ち
入

り
に
ま
つ
わ
る
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。（
写

真
上
）

ご
承
知
の
と
お
り
、

討
入
り
が
行
わ
れ
た

の
は
元
禄
十
五
年

十
二
月
十
四
日
。「
寅

の
上
刻
」
に
、
浪
士

達
が
吉
良
邸
裏
門
近

く
の
前
原
伊
助
宅
を

出
た
の
は
「
寅
の
一

天
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

時
刻
は
午
前
三
時
過
ぎ
だ
と
推
測
さ

れ
ま
す
。「
一
点
」
は
、「
一
刻
（
ひ

と
と
き
）」
を
五
つ
に
分
け
た
最
初

の
部
分
。
従
っ
て
「
寅
の
一
天
」
は
、

寅
の
上
刻
で
あ
る
午
前
三
時
か
ら
五

時
を
五
等
分
に
し
た
最
初
の
二
十
四

分
を
指
し
ま
す
。

映
画
な
ど
で
は
、
浪
士
達
が
吉
良
邸
の
表
門
で
二
手
に
分
か

れ
、
大
石
主
税
ら
が
裏
門
に
回
り
ま
す
。
で
も
こ
れ
は
創
作
だ

ろ
う
と
の
こ
と
。
と
い
う
の
も
、
前
原
伊
助
宅
は
吉
良
邸
裏
門

近
く
に
あ
っ
た
た
め
、
わ
ざ
わ
ざ
全
員
で
表
に
向
っ
た
と
は
考

え
に
く
く
、
出
発
と
同
時
に
二
隊
に
分
か
れ
た
と
み
る
の
が
自

然
だ
か
ら
で
す
。

ち
な
み
に
前
原
宅
に
遅
刻
し
て
来
た
人
物
が
い
ま
す
。
堀
部

弥
兵
衛
で
す
。
ど
う
や
ら
、
そ
の
前
の
集
結
場
所
で
、
お
酒
を

飲
ん
で
寝
て
し
ま
っ
た
た
め
だ
と
い
う
の
で
す
か
ら
、
な
ん
と

も
大
ら
か
な
も
の
で
す
。

歌
舞
伎
な
ど
で
は
討
入
り
の
際
、
大
石
内
蔵
助
が
山
鹿
流
陣

太
鼓
を
鳴
ら
す
場
面
が
有
名
で
す
が
、
こ
れ
も
脚
色
。
お
そ

ら
く
裏
門
を
大
槌
で
打
ち
壊
す
音
が
太
鼓
の
よ
う
に
響
い
た
た

め
、
そ
の
よ
う
な
脚
色
に
繋
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。戦

い
は
、
吉
良
家
臣
十
六
名
が
討
死
（
翌
日
に
は
さ
ら
に
四

名
が
死
亡
）、
二
十
数
名
が
負
傷
し
た
の
に
対
し
、
浪
士
側
は

近
松
勘
六
が
池
に
落
ち
た
時
に
内
股
に
深
手
を
負
い
、
原
惣
右

衛
門
ら
が
足
を
挫
く
な
ど
の
軽
傷
を
負
っ
た
程
度
。
圧
勝
し
た

要
因
は
主
に
三
点
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

一
つ
目
は
「
完
全
武
装
」。
歌
舞
伎
や
映
画
の
よ
う
に
統
一

さ
れ
た
行
装
で
は
な
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
思
い
思
い
の
鎖
帷

子
（
く
さ
り
か
た
び
ら
）
を
着
込
み
、
鎖
入
り
の
手
甲
（
て
っ

こ
う
）、
帯
、
脛
あ
て
、
脚
絆
（
き
ゃ
ば
ん
）
な
ど
も
身
に
着

け
て
い
た
そ
う
で
す
。
各
人
が
得
意
と
す
る
武
器
を
持
ち
、
大

鋸
、
鉞
（
ま
さ
か
り
）、
玄
翁
な
ど
の
大
工
道
具
な
ど
も
備
え

て
い
た
よ
う
で
す
。

二
つ
目
は
、「
人
数
を
多
く
見
せ
た
」
こ
と
。
例
え
ば
「
冨

森
隊
、三
十
名
か
か
れ
！
」「
堀
部
隊
五
十
人
突
入
！
」
と
い
っ

た
具
合
に
声
を
掛
け
合
い
、人
数
を
十
倍
程
に
見
せ
た
の
で
す
。

こ
の
心
理
作
戦
に
、
吉
良
家
臣
は
す
っ
か
り
動
揺
し
て
し
ま
っ

た
よ
う
で
す
。

三
つ
目
は
「
一
向
二
裏
」。
こ
れ
は
三
人
一
組
と
な
り
、
一

人
が
正
面
か
ら
戦
っ
て
い
る
隙
に
、
残
り
の
二
人
が
背
後
に
回

り
込
ん
で
攻
撃
す
る
と
い
う
戦
法
で
す
。
完
全
武
装
の
上
に
、

心
理
戦
で
ま
さ
り
、
さ
ら
に
戦
闘
隊
形
も
徹
底
し
て
い
た
浪
士

達
。
討
入
り
成
功
は
、
大
石
内
蔵
助
の
参
謀
能
力
が
見
事
に
発

揮
さ
れ
た
結
果
な
の
で
し
ょ
う
。

理
事
長
の
お
話
で
興
味
深
か
っ
た
の
は
、
以
前
こ
の
吉
良
邸

跡
に
設
置
さ
れ
て
い
た
案
内
板
の
地
図
に
は
、
実
際
の
吉
良

邸
跡
と
は
誤
っ
た
場
所
が
示
さ
れ
て
い
た
と
い
う
話
で
す
。
そ

の
案
内
板
は
昭
和
三
十
年
代
後
半
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
吉
良

邸
跡
を
囲
む
土
塀
の
東
側
内
面
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
た
そ
う
で

す
。
地
図
は
、
区
教
委
や
専
門
家
の
指
導
を
受
け
ず
に
制
作
さ

れ
、
実
際
の
吉
良
邸
よ
り
北
に
五
十
メ
ー
ト
ル
ず
れ
た
場
所
を

示
し
て
い
た
と
の
こ
と
。
平
成
六
年
に
こ
の
誤
り
を
見
つ
け
た

の
が
中
島
理
事
長
で
、
指
摘
を
受
け
た
墨
田
区
教
育
委
員
会
は

す
ぐ
に
案
内
板
を
撤
去
し
た
そ
う
で
す
。
こ
の
こ
と
は
当
時
の

新
聞
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
て
、
記
事
の
コ
ピ
ー
も
頂
き
ま

し
た
。
余
談
で
す
が
、
す
ぐ
近
く
に
「
吉
良
邸
ぱ
あ
き
ん
ぐ
」

と
い
う
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。
理
事
長

が
誤
り
を
指
摘
す
る
前
に
作
っ
た
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
以

前
の
案
内
板
を
基
準
に
す
れ
ば
、
確
か
に
そ
こ
は
吉
良
邸
跡
で

す
が
、
実
際
そ
こ
に
あ
っ
た
の
は
本
多
孫
太
郎
邸
。
従
っ
て
事

実
に
基
づ
く
な
ら
ば
「
本
多
邸
ぱ
あ
き
ん
ぐ
」
と
す
る
の
が
正

解
で
す
。

余
談
つ
い
で
に
も
う
ひ
と
つ
。
吉
良
家
の
家
老
だ
っ
た
小
林

平
八
郎
。「
江
赤
見
聞
記
」
に
よ
る
と
、
討
入
り
の
際
に
「
槍

を
引
っ
さ
げ
激
し
く
戦
い
、
上
野
介
を
よ
く
守
っ
た
が
、
大
勢

の
赤
穂
浪
士
と
闘
っ
て
つ
い
に
討
取
ら
れ
た
」
と
記
さ
れ
て
い

る
人
物
で
す
。
一
説
に
よ
れ
ば
、
そ
の
平
八
郎
の
娘
の
子
供
、

つ
ま
り
孫
に
あ
た
る
の
が
、
浮
世
絵
師
の
葛
飾
北
斎
で
あ
る
と

吉
良
邸
討
入
り
に
ま
つ
わ
る
真
と
偽
」
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の
こ
と
。
そ
の
平
八
郎
の
娘
（
北
斎
の
母
）
が
嫁
い
だ
鏡
師
・

中
島
伊
勢
の
住
居
跡
が
吉
良
邸
跡
の
真
向
か
い
に
あ
り
、
案
内

板
に
そ
う
し
た
記
述
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
討
入
り
が
あ
っ
た
当

時
（
一
七
〇
三
年
）、
平
八
郎
が
仮
に
四
〇
歳
で
あ
っ
た
と
し

て
も
、
北
斎
の
生
誕
が
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
年
）
で
あ
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
二
人
の
年
齢
の
開
き
は
百
歳
近
く
に
な
る
た

め
、
祖
父
と
孫
関
係
は
極
め
て
怪
し
い
説
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

真
相
や
い
か
に
…
。

私
た
ち
は
吉
良
邸
跡
を
後
に
し
、
歩
い
て
二
十
分
程
の
と
こ

ろ
に
あ
る
堅
川
第
二
児
童
公
園
に
向
か
い
ま
し
た
。
こ
こ
は
堀

部
安
兵
衛
が
「
長
江
長
左
衛
門
」
の
変
名
で
道
場
を
開
い
て
い

た
場
所
で
す
。
公
園
の
周
り
に
は
、「
安
兵
衛
公
園
」
と
書
か

れ
た
の
ぼ
り
旗
が
た
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
た
理
事

長
や
義
士
会
の
方
々
は
驚
く
こ
と
し
き
り
。
実
は
以
前
か
ら
、

こ
の
公
園
を
「
安
兵
衛
公
園
」
と
し
た
ら
い
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
趣
旨
の
話
を
義
士
会
内
で
し
て
い
た
そ
う
な
の
で
す
。

せ
っ
か
く
な
の
で
の
ぼ
り
旗
を
お
借
り
し
、
集
合
写
真
（
写

真
上
）
を
撮
ら
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
実
は

こ
の
日
の
参
加
者
の

中
に
は
、
安
兵
衛
の

実
姉
キ
ン
の
末
裔
に

あ
た
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ

の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合

わ
せ
る
よ
う
に
「
安

兵
衛
公
園
」
と
な
っ

て
い
た
の
で
、
驚
き

も
ひ
と
し
お
で
す
。

一
行
は
浪
士
達
と

同
様
、
安
兵
衛
道
場

跡
か
ら
吉
良
邸
の
裏

門
近
く
に
あ
っ
た
前

原
伊
助
宅
跡
を
目
指

し
ま
し
た
。
討
入
り
後
、
小
野
寺
十
内
が
妻
の
丹
に
送
っ
た
手

紙
に
「
吉
良
邸
ま
で
は
一
本
道
」
だ
っ
た
と
の
記
述
は
あ
る
も

の
の
、
正
確
な
ル
ー
ト
は
分
か
ら
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

伊
助
宅
跡
か
ら
は
再
び
吉
良
邸
周
辺
を
巡
り
、
回
向
院
、
そ

し
て
両
国
橋
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
当
時
の
両
国
橋
は
、
現
在

よ
り
百
メ
ー
ト
ル
程
南
に
か
か
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
両
国
橋

の
た
も
と
に
は
、
何
の
説
明
書
き
も
な
い
歌
碑
（
写
真
左
）
が

あ
り
ま
す
。

「
日
の
恩
や
忽(

た
ち
ま
）
ち
砕
く
厚
氷
（
あ
つ
ご
お
り
）」

作
者
は
、「
子
葉
」
と
い
う
雅
号
を
持
ち
、
俳
諧
に
も
通
じ

て
い
た
大
高
源
五
。「
太
陽
の
お
蔭
で
、
積
年
の
厚
く
張
っ
た

氷
が
た
ち
ま
ち
融
け
ま
し
た
」。
つ
ま
り
、「
お
蔭
さ
ま
で
無
事

本
懐
を
と
げ
、
積
年
の
恨
み
を
す
っ
か
り
晴
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」
と
歌
っ
て
い
る
の
で
す
。
恩
は
、
吉
良
邸
の
隣
の
屋

敷
が
吉
良
家
へ
の
助
太
刀
を
せ
ず
、
通
報
も
せ
ず
に
見
守
っ
て

い
て
く
れ
た
事
を
指
す
と
も
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

話
は
そ
れ
ま
す
が
、
私
が
忠
臣
蔵
に
興
味
を
も
っ
た
の
は
六

年
前
、
史
実
に
お
け
る
赤
穂
事
件
を
題
材
に
し
た
テ
レ
ビ
番
組

制
作
に
携
わ
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
そ
の
中
で
、
義
士

の
手
紙
か
ら
当
時
の
様
子
や
心
境
を
読
み
解
く
放
送
回
が
あ
り

ま
し
た
。
取
り
上
げ
た
の
は
、
大
石
内
蔵
助
の
手
紙
、
小
野
寺

十
内
と
丹
の
手
紙
、
そ
し
て
三
村
次
郎
左
衛
門
の
手
紙
で
す
。

中
で
も
印
象
に
残
っ
た
の
が
次
郎
左
衛
門
の
手
紙
で
し
た
。
年

老
い
た
母
を
ひ
と
り
赤
穂
に
残
し
て
き
た
次
郎
左
衛
門
。
討
入

り
に
参
加
す
る
こ
と
を
強
く
望
み
な
が
ら
も
、
母
の
行
く
末
を

按
じ
る
内
容
の
手
紙
を
書
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
討
入
り
後
に

母
に
宛
て
た
手
紙
で
は
、「
討
入
り
で
は
裏
門
を
一
番
に
打
ち

破
っ
て
入
っ
た
」
こ
と
や
「
泉
岳
寺
へ
の
引
き
揚
げ
る
際
に
は
、

大
石
内
蔵
助
に
呼
ば
れ
て
大
い
に
褒
め
ら
れ
た
こ
と
」
な
ど
が

自
慢
気
に
書
か
れ
て
あ
り
ま
し
た
。
無
口
だ
け
れ
ど
意
思
が
強

く
、
真
面
目
で
母
親
思
い
。
勝
手
に
そ
ん
な
人
物
像
を
思
い
描

き
、
四
十
七
士
の
中
で
も
特
に
感
情
移
入
し
て
し
ま
っ
た
記
憶

が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
私
と
し
て
は
、
次
郎
左
衛
門
が
大
槌
を

振
り
上
げ
た
吉
良
邸
裏
門
跡
（
写
真
左
）
は
、
な
ん
と
も
感
慨

深
い
気
持
ち
に
な
る
場
所
で
し
た
。

今
回
の
史
跡
巡
り
を
通
し
て
感
じ
た
の
は
、
吉
良
邸
討
入
り

は
、
歌
舞
伎
や
映
画
の
劇
的
な
脚
色
が
と
り
わ
け
強
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
四
十
七
人
が
揃
い
の
陣
羽
織
を
着
て
、
雪
の
降
る

中
を
吉
良
邸
に
向
か
い
、
表
門
で
二
隊
に
分
か
れ
、
陣
太
鼓
が

鳴
り
響
く
中
戦
い
を
繰
り
広
げ
る
…
。
そ
れ
は
確
か
に
魅
力
的

で
す
。
で
も
そ
れ
は
そ
れ
。
史
実
に
沿
っ
た
討
入
り
を
知
る
こ

と
が
重
要
で
、
か
つ

面
白
い
こ
と
だ
と
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
い
つ
か
、
赤
穂

事
件
の
史
実
を
探
る

番
組
を
作
り
た
い
と

も
感
じ
ま
し
た
。
そ

の
際
は
理
事
長
始
め

会
員
の
方
々
に
も
助

言
を
頂
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。
こ
の
度
は
、

貴
重
な
催
し
を
企
画

し
て
頂
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
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第１１回忠臣蔵通２級検定試験問題
［申込方法］ 
・ 解答用紙の請求 

検定試験の受験をご希望の方は、住所、氏名、電話番号、ＦＡＸ番号並びに、第１１回２級検定試

験申込と記入した用紙を、下記宛てＦＡＸまたは郵送でお送り下さい。ＦＡＸをお持ちの方は、で

きるだけＦＡＸでお願い致します。また、メールでも受け付けております。折り返し解答用紙をお

送り致します。 
宛先 〒135-0047 東京都江東区富岡１－１７－１－４０３ 

ＮＰＯ法人 忠臣蔵倶楽部 
ＴＥＬ／ＦＡＸ ０３－３６３０－１９２７ 
メール ｏｆｆｉｃｅ＠ｃｈｕｕｓｈｉｎｇｕｒａ．ｊｐ 

・ 受験料と振込先

２級の受験料は２０００円です。振り込みで受験申込となります。 
郵便局の青色の払込取扱票で下記へお振り込みください。 

ＮＰＯ法人 忠臣蔵倶楽部 ００１９０－０－３４６０３８  
・ 解答の送付

解答はＦＡＸで下記へお送りください。郵送の場合は、上記のＮＰＯ法人忠臣蔵倶楽部へお送りく

ださい。 
ＦＡＸ ０４８－９７３－３７９０  

・ 合否は１１月になってからお知らせ致します。 
［注意事項］ 
・ 合格点は８０点です。２４問以上正解で合格となります。 
・ ご自宅で資料を調べて解答していただいて結構です。 
・ 試験問題を調べるために、お電話等で各施設へ直接問い合わせることはおやめ下さい。 
・ 同じく、会員、受験者同士でも試験のための連絡はおやめ下さい。特に申し上げるのは、連絡しあ

っている方は、同じ答えで間違っているのですぐにわかります。 
・ 問題をよく読んで、一言一言理解した上で、解答して下さい。問題を読み間違えないようにお願い

致します。ひっかけ問題も出題されています。 
・ 記入問題については、解答用紙以外に別紙を添付していただいても結構です。 
・ 受験料は締め切りの 1 ヶ月前までにお納め下さい。 
・ 最終提出日は、平成２７年１０月末日です。 

平成２６年１２月 

第１問 
吉良上野介が本所へ移ることにより、前住者の松平登之助はどこへ移らされたのでしょうか。 
 
①浅草 ②上野 ③四ッ谷 ④日比谷 

第２問 
「義士帖」という資料がありますが、この資料集は、どこのお宅に伝わった資料をまとめた

ものでしょうか。 
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第３問 
大石内蔵助は、浅野家平穏の折り、よく藩医に診察を受けていたようですが、どこが一番悪

かったのでしょうか。 
①血圧 ②胃腸 ③頭痛 ④腰痛 

第４問 
堀部安兵衛が討入りに持参した刀が現在上野の東京国立博物館にありますが、刀に刃こぼれ

がありません。なぜでしょうか。 

第５問 
土屋主税の諱の正しいものはどれでしょうか。 
 
①道直 ②達直 ③逵直 ④満直 

第６問 
松之廊下事件で、浅野内匠頭が抜刀直前、着座しておりましたが、なぜ座っているのでしょ

うか。 

第７問 
松之廊下事件によって、浅野内匠頭の代役として戸田能登守が選ばれますが、それまで能登

守は何の役をしていたのでしょうか。 

第８問 
討入り集合場所の３カ所に集まる前、米沢町の堀部弥兵衛宅で酒宴を挙げますが、この集合

の本当の目的は何でしょうか。 

第９問 
吉良邸への討入りを知り、土屋主税は庭に出てきますが、手には何を持っていたでしょうか。 
 

①刀 ②弓 ③長刀 ④さすまた 

第 10 問 討入りを「江戸中の手柄」とたたえた方はどなたでしょうか。 

第 11 問 元禄事件関係で、「野生」とは何のことでしょう。 

第 12 問 

元禄１４年３月１４日に、勅使方は既に江戸城へ入られ、２回休息しております。その２つ

の部屋はどこでしょうか。 
 

［ ］と［ ］ 

第 13 問 
切り付けられた吉良上野介のため、栗崎道有が召し出されますが、その呼び出し状を書いた

方はどなたでしょうか。 

第 14 問 
寺坂吉右衛門の妻は「せん」といいますが、もう一人「せん」という方が、元禄事件の関係

者でおります。どなたでしょうか 

第31号 平成 26 年 12 月全国の忠臣蔵ファンの方々結集しましょう
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第 15 問 俗に「斉藤文書」といわれている史料集は現在どこの施設が保管しているでしょうか 

第 16 問 
寺坂吉右衛門の妻「せん」は、吉右衛門が討入り後どこで再会したでしょうか。 
 
①京都 ②亀山 ③村上 ④刈谷 

第 17 問 
四十七士の母親で、公然と松之廊下事件の幕府の判決を批判した方がおります。どなたの母

親でしょうか。 

第 18 問 
大石内蔵助の残した「去年以来志浅深働次第」の真書を見ることはできるのでしょうか。見

られるとしたらどこにあるのでしょうか。 

第 19 問 

下記２名の義士の氏名を漢字に直して下さい。 
 
おおたかげんご ［ ］ 
いそがいじゅうろうざえもん ［ ］ 

第 20 問 「文公」とはどなたのことでしょうか。元禄事件の関係者です。 

第 21 問 
大石内蔵助の母の名は「クマ」といいます。では、妻リクの母の名前はなんというでしょう

か。 

第 22 問 大石内蔵助の誕生日をご存じでしたら書いて下さい。 

第 23 問 
安場家に伝わる「大石内蔵助良雄切腹之図」では省略されて描かれていないものがあります。

他の切腹図と比較して何が省略されているでしょうか。 

第 24 問 「櫨
はぜ

の木」の逸話と関連する方はどなたでしょう。四十七士の内から選んで下さい。 

第 25 問 
写本であるがゆえに、写した方が自分なりの表題を附ける訳ですが、元は一つの書物なのに

一番多くの違う表題がついている義士関係者の書物は何でしょう。正しい表題を書いて下さ

い。 

第31号 平成 26 年 12 月白 明 話 録 は 一 級 史 料 で す
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第 26 問 
大石内蔵助が小柄な体格ではないかといわれておりますが、そのことを示すある一つの経緯

（いきさつ）を簡単に書いて下さい。（木像でない答えを求めます） 

第 27 問 
義士片岡源五右衛門と親戚関係にあった義士を下記から選んで下さい。 
 
①礒貝十郎左衛門 ②吉田忠左衛門 ③前原伊助 ④武林唯七 

第 28 問 
大石内蔵助と親戚関係にある義士を下記から選んで下さい。 
 
①奥田孫太夫 ②不破数右衛門 ③堀部弥兵衛 ④木村岡右衛門 

第 29 問 
原惣右衛門と親戚関係にある義士を下記より選んで下さい。 
 
①勝田新左衛門 ②吉田忠左衛門 ③寺坂吉右衛門 ④三村次郎左衛門 

第 30 問 
「易水連袂禄」は天野弥五右衛門が書いていたのでは、という冊子が中央義士会から出版さ

れましたが、あなたはどのように思いますか。もし天野弥五右衛門としたら、何が決め手と

思われますか。天野弥五右衛門ではないとお考えの方は、その理由を書いて下さい。 

 
●なるべく期限ギリギリまで努力してご提出下さい。 
●答えが不明の問題もございます。その場合、不明もしくは不知と書いて下さい。 
●文章で答える問題はなるべく短く簡潔にお答え下さい。解答にならない分かりきってい

ることは書かないのがコツです。 
●採点が△印の場合もありますが、その場合は△が２つで１問正解とします。 
●中央義士会の過去の出版物でも誤記はありますので充分確認の上、解答して下さい。 
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書　　　名 編　著　者 発　行　所 価　格

新大石内蔵助の生涯 中島康夫 NPO法人忠臣蔵倶楽部 1,800円

忠臣蔵の真実　～赤穂事件と米沢～ 米沢市上杉博物館編 米沢市上杉博物館 1,544円

勘三郎伝説 関　容子著 文藝春秋 1,728円

忠臣蔵の本尽くし 赤穂市立歴史博物館編 赤穂市立歴史博物館 1,100円

歴史読本　2014年1月号 歴史読本編集部編 1,188円

武士道の名著　－日本人の精神史－ 山本博文著 中央公論新社（中公新書） 820円

討入り四十九士　－赤穂浪士を助けた二人の剣豪－ 雲村俊慥著 イースト・プレス 1,620円

戦後「忠臣蔵」映画の全貌 谷川建司著 集英社 2,592円

新兵庫史を歩く　２ NHK神戸放送局編 神戸新聞総合出版センター 1,620円

人をあるく　赤穂浪士と吉良邸討入り 谷口眞子著 吉川弘文館 2,160円

なごみ　2013年12月号 なごみ編集部編 淡交社 864円

東宝　昭和の爆笑喜劇DVDマガジン　vol.17
サラリーマン忠臣蔵

日本アート・センター編 講談社 1,635円

忠臣蔵まで　－「喧嘩」から見た日本人－ 野口武彦著 講談社 2,376円

本当は怖い京都の話 倉松知さと著 彩図社 1,296円

実録テレビ時代劇史 能村庸一著 筑摩書房（ちくま文庫） 1,728円

忠臣蔵　第７巻 赤穂市史編さん室編 赤穂市
5,900円

（送料別途）

武庸会百周年記念誌 アミックス編 武庸会百年祭実行委員会 1,000円

大江戸剣豪列伝 田澤拓也著 小学館（小学館新書） 777円

週刊朝日百科　31
新発見！日本の歴史　江戸時代４

若尾政希編 朝日新聞出版 607円

あなたの知らない兵庫県の歴史 山本博文監修 洋泉社（歴史新書） 842円

江戸を読む技法 山本博文著 宝島社（宝島社新書） 810円

週刊　日本の城　No.66 デアゴスティーニ・ジャパン編 デアゴスティーニ 607円

書物の達人　丸谷才一 菅野昭正編 集英社（集英社新書） 756円

文楽手帖 高木秀樹著 KADOKAWA（角川ソフィア文庫） 864円

地図と写真から見える！　江戸・東京　歴史を愉しむ！ 南谷果林著 西東社 1,296円

異説忠臣蔵　300年後の真実 池波　麗著 文芸社 648円

忠臣蔵異聞　陰陽四谷怪談 脇坂昌宏著 論創社 2,052円

洋泉社MOOK　武士道と日本人 橋場日月ほか執筆、山本博文監修 洋泉社 853円

フィギュール彩 18　忠臣蔵はなぜ人気があるのか 稲田和浩著 彩流社 1,944円

途中下車で訪ねる駅前の銅像 川口素生著 交通新聞社（交通新聞社新書） 864円

乾蔵人隠密秘録(８)　忠臣蔵秘説 藤井邦夫著 光文社（光文社時代小説文庫） 604円

時代劇ベスト１００ 春日太一著 光文社（光文社新書） 820円

幕臣伝説　－史実と噂のはざま－ 氏家幹人著 洋泉社（歴史新書y） 1,026円

四十八人目の忠臣 諸田玲子著 集英社（集英社文庫） 950円

大石内蔵助とその一族 赤穂大石神社編 赤穂大石神社 1,000円

・市販されていない著書もございます。

・一部、再版の冊子も載せてあります。

・非売品も含まれております。

今期中に出版された「忠臣蔵」関係新刊本

・その他、ほんの一部だけ元禄事件を扱っている出版物で除外している著書もございます。

・この一年間で、この他に出版された忠臣蔵物、あるいは元禄事件関係の書物をご存じの方は、ご教授下さい。

・本頁に関して、赤穂市教育委員会生涯学習課小野真一氏の協力を得ました。

⑿
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